
Ⅰ　事業評価総括表
（単位：円）

22,890,000 10,000,0002

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

青年の家旧館外壁改修工事 出水市

備　考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

国道328号(下知識地内)配
水管新設工事

出水市 4,429,000 3,000,000

番号 措置名 補助事業の名称
補助事業者名又は間
接交付金事業者名

補助事業に要し
た経費

補助金充当額

3

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

陸上競技場外周路全天候舗
装整備事業

出水市 39,040,000 17,000,000

4

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

出水総合医療センターベッ
ド更新事業

出水市 22,330,000 17,188,000



Ⅱ　事業評価個表 （単位：円）
番号 措 置 名 補 助 金 事 業 名

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 国道３２８号（下知識地内）配水管新設工事

補助事業に関係する主
要政策・施策とその目
標

第二次出水市総合計画基本計画(平成３０年度～令和４年度）
　第２章　都市基盤が整った機能性の高い快適なまちづくり
　　第１節　計画的な土地利用
　　　 ２　用途地域等の見直し
　　　　　用途地域等を見直し、土地利用の適正な規制及び誘導を行うことにより、都市機能の
　　　　　適正配置と効率の良いまちづくりを推進する。

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

補助事業者名又は間接補助事業者名 　出水市
補助事業実施場所 　出水市下知識町地内

補助事業の概要

　本市で実施している地域地区の見直しに伴い、南九州西回り自動車道の出水ＩＣ周辺は今後、都市的土
地利用に用いられることが想定されるため、水道設備を充実させることで企業立地の促進を図ります。
　令和2年度から令和3年度にかけて水道管新設工事を行い、令和2年度に管布設工 Ｌ＝230.7ｍ、平面延長
Ｌ＝230.4ｍを新設済みで、令和3年度は以下の工事を実施しました。

　水道管新設　施工延長（平面）L＝84.2ｍ
　　　　　　　　　管布設延長　L＝85.2ｍ

事業期間の設定理由 下知識地内の水道管整備計画による

補助金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

下知識町地内の
水道管新設整備

率100%

整備済延長/要整備
延長×100（％）

成果実績 ％
目標値 ％ 100
達成度 ％



補助金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
更新年度の翌年度の利用実績を用いて評価を行うため。

補助事業の定性的な成果及び評価等

　南九州西回り自動車道出水ＩＣ周辺の都市的土地利用を想定し、水道を供給できる地域を拡大することができまし
た。
　引き続き、令和4年度には既存の横断管との接続のための整備を実施し、さらに安定的な水道の供給体制を整える
予定です。
　「下知識地内の水道管新設整備率」については、令和４年度に改めて達成度合いを測定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

84
達成度 ％ ‐ 100% 100%

令和3年度

新設した水道管の延長
活動実績 ｍ ‐ 230 84
活動見込 ｍ ‐

補助事業の
総事業費等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考

補助事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

230

総事業費 0 8,962,000 4,429,000 13,391,000円（2ヵ年計）

うち経済産業省分 0 7,000,000 3,000,000

補助事業の契約の概要

補助金充当額 0 7,000,000 3,000,000
うち文部科学省分 0 0 0

補助事業の担当課室 出水市　水道課

補助事業の評価課室 出水市　水道課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
配水管新設工事 指名競争入札 株式会社アタックス（出水市） 4,429,000



Ⅱ　事業評価個表 （単位：円）
番号 措置名 補助事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 出水市青年の家旧館外壁改修工事

補助事業者名又は間接補助事業者名 出水市
補助事業実施場所 出水市武本地内

補助事業の概要

青年の家旧館は昭和４４年６月に開所し、市内及び近隣市町の青少年教育のための宿泊研修施設として研
修受入を行っていますが、建設後５１年が経過し老朽化が激しく、屋上や外壁の劣化により各所に雨漏り
が発生し、屋内の腐食や壁面の剥離による一部落下が生じている状況であるため、平成３０年度から年次
的に改修を実施しているところです。
本年度は外壁改修工事を行うことで施設の劣化防止と機能維持を図り、利用者の安全と利便性の向上を図
りました。

　外壁改修工事　１，３００m2

補助事業に関係する都
道府県又は市町村の主
要政策・施策とその目
標

第二次出水市総合計画基本計画（平成30年度～令和4年度）
  第4章　郷土を愛し文化を伝え豊かな心を育むまちづくり
　　第2節　社会教育の充実
　　　2　青少年教育の充実
　　　　・家庭、学校及び地域社会が連携し、それぞれの教育力を十分に発揮しながら、自然、伝
　　　　　統、文化をはじめとする地域の特性を生かした、様々な人々との交流による体験活動や
　　　　　ボランティア活動などの機会を提供します。

　　目標：施設利用者満足度90％

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

事業期間の設定理由

補助事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和5年度

施設利用者満足
度 90%（アン

ケート）

施設利用者満足度：
（施設に対する要望
なし）÷施設利用者

数×100

成果実績 ％
目標値 ％ 90
達成度 ％



補助事業の成果目標及
び成果実績

評価年度の設定理由
改修年度の翌年度の利用実績を用いて評価を行うため。

補助事業の定性的な成果及び評価等

　本補助金を活用し外壁改修工事を実施したことにより、施設の劣化防止や機能維持が図られ、また壁面
剥離による落下が解消され、利用者が安全に研修を行うことができるようになりました。
　「施設利用者満足度」については、令和５年度に改めて達成度合いを測定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

補助事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度

外壁改修工事面積
活動実績 ㎡ - - 1,300
活動見込 ㎡ - - 1,300
達成度 ％ - - 100.0%

補助事業の総事業費等 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考

総事業費 0 0 22,890,000

契約金額

補助金充当額 0 0 10,000,000
うち文部科学省分 0 0 0

外壁改修工事 指名競争入札 有限会社　寺地塗装店（出水市） 22,890,000

補助事業の担当課室 出水市青年の家

補助事業の評価課室 出水市青年の家

うち経済産業省分 0 0 10,000,000

補助事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方



Ⅱ．事業評価個表
番号 措置名 補助事業の名称

3
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 出水市陸上競技場外周走路全天候舗装整備事業

補助事業者名又は間接補助事業者名 出水市
補助事業実施場所 出水市　文化町　地内

補助事業の概要

陸上競技場全天候化事業として令和２年度に測量・設計、インフィールド芝生改修、スタンド外壁塗装等
を行った。令和３年度に競技場全天候整備、スタンド空調・シャワー改修と併せて本補助金を用いて外周
走路の整備を行い、全天候型に整備したことで競技力の向上、大会・合宿などの利用促進を図ります。

　全天候舗装（ゴムチップウレタン舗装）A=1,370㎡，縁石工　一式，ハンドホール鉄蓋更新工　n＝11箇
所

補助事業に関係する都
道府県又は市町村の主
要政策・施策とその目
標

第二次出水市総合計画（平成３０年度～令和９年度）
　第４章　郷土を愛し文化を伝え豊かな心を育むまちづくり
　　第５節　スポーツ・レクリエーションの推進
　　　５　社会体育施設・設備の整備と活用
　　　　・多様化する市民の健康志向やスポーツに対するニーズに対応できるよう、施設設備の計画的な
整備や維持補修に努め、安全確保を図るとともに、障がい者等に配慮した施設利便性の向上と効果的な活
用を図ります。

　　目標：全天候型で整備することで、利用者の増加、また大会・合宿等の利用増加。
　　　　　施設利用者満足度９０％

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

事業期間の設定理由

補助事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和5年度
全天候型で整備する
ことで利用者の増
加、また大会・合宿
などの利用増加。

施設利用者満足度９
０％
（利用者アンケー
ト）

成果実績 ％
目標値 ％ 90
達成度 ％



補助事業の成果目標及
び成果実績

評価年度の設定理由
整備年度の翌年度の実績を用いて評価を行うため。

補助事業の定性的な成果及び評価等

　施設利用者の利便性向上と効果的な活用のために、陸上競技場外周走路の全天候舗装整備を行うことが
できました。
　今後は、更なる利用者増加のために、大会・合宿等の誘致を図る予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

補助事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度

外周走路の整備面積
活動実績 ㎡ - - 1,370
活動見込 ㎡ - - 1,370
達成度 ％ - - 100.0%

補助事業の総事業費等 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考

総事業費 0 0 39,040,000

契約金額

補助金充当額 0 0 17,000,000

うち文部科学省分 0 0 0

外周走路整備 条件付一般競争入札 株式会社小田平建設（出水市） 39,040,000

補助事業の担当課室 出水市　商工観光部　市民スポーツ課

補助事業の評価課室 出水市　商工観光部　市民スポーツ課

うち経済産業省分 0 0 17,000,000

補助事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方



Ⅱ．事業評価個表
番号 措 置 名 補 助 金 事 業 名

4
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 出水総合医療センターベッド更新事業

補助事業者名又は間接補助事業者名 　出水市
補助事業実施場所 　出水市明神町地内

補助事業の概要

　出水総合医療センターは、地域における基幹的な公的医療機関として、地域医療の確保のため、急性期医療及び回
復期医療を担っていますが、現在使用しているベッドのほとんどが購入後20年以上を経過しており、老朽化・破損等
が生じているため、全ベッドを令和元年度から令和３年度までの3年間で更新することとしており、令和３年度は小
児用ベッド3台を含む76台を更新しました。
（事業量）
電動リモートコントロールベッド７３台、マットレス２６枚、ベッド柵 ３０組、小児用ベッド３台、小児用マット
レス３枚

補助事業に関係する主
要政策・施策とその目
標

第二次出水市総合計画基本計画（平成30年度～令和4年度）
第3章　子どもから高齢者まで健やかに暮らせる支え合いのまちづくり
第1節　健康づくり対策と医療体制の充実
　3　医療供給体制の充実
　　⑴　医療サービスの充実
　　　　出水総合医療センターでは、市民に医療を受ける機会を安定的に提供していく役割
　　　を果たすため、地域の民間医療機関で対応困難な急性期患者を中心とした医療の提供
　　　に努めます。

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

事業期間の設定理由

補助金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

入院患者
満足度 95%
(ｱﾝｹｰﾄ)

入院患者満足度：
｛非常に満足＋や
や満足）÷入院患

者数×１００

成果実績 ％
目標値 ％ 95
達成度 ％



補助金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
更新年度の翌年度の利用実績を用いて評価を行うため。

補助事業の定性的な成果及び評価等

　本補助金の活用により、故障等の不具合が生じていたベッド76台を更新することができました。
　これにより、入院患者や医療従事者に安全・快適な医療環境の提供が可能となりました。
　引き続き、利用者ニーズを踏まえ、市の基幹的な医療施設として、市民の満足する医療体制の充実に努
めます。
　「入院・外来患者満足度」については、令和４年度に改めて達成度合いを測定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

補助事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度 令和3年度

病棟ベッド更新台数
活動実績 台 65 65 76
活動見込 台 65 65 76
達成度 ％ 100 100 100

補助事業の
総事業費等

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考

総事業費 20,304,000 20,130,000 22,330,000 62,764,000円（3ヵ年計）

補助金充当額 15,817,000 16,075,000 17,188,000

うち文部科学省分 0

設備更新 指名競争入札 アイティーアイ株式会社　八代支店（熊本県八代市） 22,330,000

補助事業の担当課室 出水総合医療センター総務課

補助事業の評価課室 出水総合医療センター総務課

うち経済産業省分 15,817,000 16,075,000 17,188,000

補助事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額


